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１ スクールバスの運行目的について

学校の統合で通学距離が遠距離となった児童生徒の安全かつ安心な通学手段を確保する

ためにスクールバスを運行しています。

２ スクールバス運行にかかる制約について

スクールバスの運行については、普通交付税及びへき地児童生徒援助費等補助金を活用

し実施しており、それらの交付税等の要件として「年間を通じて登校及び下校のため運行

するもの」が対象になることから、目的に沿った運行が求められています。

３ スクールバス利用者の範囲について

(1)小学校の児童は、順路による通学距離が往路 4km 以上の者

(2)中学校の生徒は、順路による通学距離が往路 6km 以上の者

(3)学校の統合時の条件により、スクールバス等利用区域に定めた者

(4)前３号に掲げるもののほか、身体に障害がある等特別の事情を有する者及び通学又は

通園の安全を図る上で必要があると運行（航）管理者が認める者

４ スクールバスの利用原則について

スクールバスは、通学用として運行しており、児童生徒の安全確保が強く求められてい

ます。日によって利用するバスが異なり、乗降場所が異なると安全管理が行き届かず、児

童生徒の安全確保が維持出来ません。そのため、登校で利用するスクールバスを下校時も

利用し、乗降場所も登校時と下校時と同じ場所で乗り降りすることを利用原則としていま

す。

例外として、下記に該当すれば、特別に登校とは異なる乗降場所で降りることを認めて

います。その場合は事前に教育委員会の許可を得る必要があります。

小学校の児童が、順路による通学距離が４km 以上の者又は、学校の統合時の条件により、

スクールバス等利用区域に定めた者で、下記のいずれかの条件を満たす者は、スクールバ

スを特別に利用することができます。

①保護者が就労により昼間家にいない家庭で、放課後児童クラブ（「学童保育」ともいう。）

に通所している児童。

②疾病、介護等により昼間家庭で養育出来ない家庭で、受け入れる放課後児童クラブに通

所している児童。

【例１】

（登校）Ａ乗降場所 → Ｂ乗降場所 → Ｃ乗降場所 → 学校

〈乗車〉

（下校）Ａ乗降場所 ← Ｂ乗降場所 ← Ｃ乗降場所 ← 学校

〈降車〉

※登校はＢ乗降場所で乗車するが、下校は放課後児童クラブ（学童保育）に通所するため、Ｃ

乗降場所で降車する。



【例２】

（登校）Ａ乗降場所 → Ｂ乗降場所 → Ｃ乗降場所 → 学校

〈乗車〉

（下校）Ａ乗降場所 ← Ｂ乗降場所 ← Ｃ乗降場所 ← 学校

〈降車〉

※登校はＢ乗降場所で乗車するが、下校は放課後児童クラブ（学童保育）に通所するため、Ａ

乗降場所で降車する。

[補足]
原則、新たな乗降場所の設定は行っていないことから、放課後児童クラブ（学童保育）

の近くに乗降場所を新設しません。放課後児童クラブ（学童保育）に通所する場合は、既

存の乗降場所を利用していただきます。

５ 社会体育クラブ児童のスクールバスの利用について

以下の２点の全ての条件が整えば、社会体育クラブ活動後の児童のスクールバス等の利

用を認めます。

(1) 平日にあっては、一昨年度までの部活動と同様の時間帯に学校内で活動している場合

長期休業中にあっては、一昨年度までの長期休業中（夏季・冬季・春季）の部活動と

同様の時間帯（平日の午前）に学校内で活動している場合

(2) 社会体育クラブの指導者等が児童のスクールバス等乗車まで指導できる場合

※なお、この方針（令和元年度施行）は、社会体育移行後の社会体育クラブ等への施設減

免期間に合わせ、３年後に見直すこととします。

６ トラブル等で費用が発生した場合について

児童生徒の責に帰するトラブル等で費用が発生した場合は、原則として児童生徒の保護

者が負担します。

７ 乗降場所の設定等について

乗降場所の設定につきましては、学校統廃合に伴う保護者等の要望を踏まえ設定してお

り、また、スクールバスの運行がない学校とのバランスや児童生徒の体力の低下も考慮し

ているところです。

よって、原則、新たな乗降場所の設定は行っておりません。
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